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「三田学会雑誌」101巻 3 号 （200 8年 1 0月）

倉沢愛子編著

『都市下層の生活構造と移動ネットワーク』 

明石書店，2007年，355頁

本書は，ジャカルタ（インドネシア），東京•大 

阪 （日本），サン •クリストバル（メキシコ）とい 

う都市における下層社会の形成と生活構造を実証 

的に明らかにしたものである。

「まえがき」にあるように，本書は「都市下層の 

生活構造と移動ネットワークの国際比較研究」の 

成果として上梓された。本書が俎上にのせている 

のは，東南アジア，東アジア，ラテンアメリカと 

いう，地政的にも文化的にも背景の異なる都市群 

である。また，調査方法や，分析の対象としてい 

る時代区分も一定ではない。本書では，都市下層 

の形成と変容という問題意識をゆるやかに共有し 

た筆者たちが，各自の問題関心にしたがって，そ 

れぞれの調査対象地にみる課題を論じるという構 

成になっている。

本書の章立てと執筆者は以下である。

ま え が き （倉沢愛子）

第 1章 『外来者の流入と都市下層の社会の変容一 

ジャカルタ南郊の集住地区の事例』（倉沢愛子） 

第 2 章 『変容のなかのパサール（伝統的市場）一 

ジャカルタ南部L 市場から』（内藤耕）

第 3 章 『都市下層の生活構造と社会的位置の変 

容ー近現代の日本に於ける貧困の性格変化』（中 

川清）

第 4 章 『ひさぐ野宿者，もがく野宿者一地域隔 

離と意味世界』（青木秀男）

第 5 章 『離村インディオの流入と都市エスニシ

ティの変容』（清水透）

では，各章ごとにその概要をみていこう。

第 1 章の倉沢論文は，ジャカルタ市南郊に位置 

するレンテン•アグン町の集住地区の隣組128世 

帯を事例として，外来者の流入が既存の都市下層 

社会にいかなる変容をもたらしたのかを，質問票 

調査と聴き取り調査にもとづいて描写している。

筆者は，まず，植民地都市ジャカルタの変容と， 

調査地レンテン.アグンの歴史的背景を述べる。 

そして，スハルト開発体制の開始以降，周辺地域 

の開発と都市化によって1970年代から調査地に 

多くの外来者が流入しはじめ，198 0年代中ごろ 

を境として外来者数が地元出身者数を上回ってい 

たことを明らかにしている。

続いて，筆者は，地元出身者と外来者との対比 

に焦点をあてながら，出身地，居住年数，学歴， 

土地所有状況などの調査地住民の社会的プロフィ 

ルを分析している。筆者の分析から明らかになっ 

たことは，地元出身者と外来者の社会的プロフィ 

ルの鮮烈な対照である。筆者の分析によれば，地 

元出身者の特徴は，相続によってほぼ全員が持ち 

家を所有しているが，学歴は外来者よりも相対的 

に低く，年令が高くなればなるほどその傾向が強 

い。また，職業としてはインフォーマルセクター 

従事者の割合が多い。これに対して，外来者の特 

徴は，持ち家を所有し，かなり学歴が高くホワイ 

トカラ一職に従事している者と，賃貸住宅に住み， 

学歴が低くインフォーマルセクターに従事する者 

との二極化の進行がみられた。12 8世帯からなる 

ひとつの隣組という小さな地域社会を，地元出身 

者と外来者という社会学的変数から照射すること 

によって，筆者は上述のような社会層の対照的な 

差異を浮き彫りにしている。

次に，筆者は，地域社会における外来者のリー 

ダーシップを，隣組長，婦 人 会 （P K K ) 役員，選 

挙管理委員などの隣組内の役職者と，経済的余裕 

があるとみなされている者たちの社会経済的背景 

から分析している。筆者の分析からは，これらの
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地域社会のリーダー層が，地元出身者ではなく定 

着性の高い外来者に多い実態を垣間見ることがで 

きる。

最後に，筆者は，外来者2 0名の調査に対する 

「故郷との絆」についての分析を行い，外来者が親 

族ネットワークを頼って移住してきたこと，外来 

者はすでに「ジャカルタの人」 として生活してい 

るが，郷 里 が 「心のふるさと」という心情をもっ 

ていることなどを明らかにしている。

コミュニティ研究は，インドネシア地域研究の 

なかでもひとつの大きな系譜をなしている。しか 

し，ある地域社会の変容を断続的に観察し続けた 

本章のような動態的研究はけっして多くない。イ 

ンドネシアにおけるコミュニティの動態的研究は， 

リー.ジェリネックのジャカルタのクブン•カチャ 

ン （Ke b u n  Kacang) のコミュニティ観察が有名 

だが，本章からは，ジェリネックの研究に続く希 

少なコミュニティ研究となる萌芽性を看取するこ 

とができた。

第 2 章の内藤論文は，インドネシアの常設市場 

であるパサール（pasar)の今日的な姿を，第 1 章 

と同じくジャカルタのレンテン•アグン町を事例 

として，売り手と買い手に対する面接調査をふま 

えて詳細に幸報告している。

筆者は，まず，ジャカルタの公設パサールの特 

徴をあげている。筆者によれば，その特徴とは， 

公的管理下にある常設店部分に付随する路上市の 

存在，路上市がパサール空間にもたらす意外性， 

エスニックな多様性，パサールにみるジェンダー 

特性の4 点である。

次に，筆者は，レンテン•アグン町のパサールの 

構造と性格の基本的な特徴をあげた後で，購買者 

の社会的属性，購買の目的，同パサールの商圏，購 

買行動の諸相を明らかにしている。調査地バサー 

ルの購買行動で目を引くのは，個人の消費目的よ 

りも仕入れ目的の購買者の方が多いことである。 

このことは，パサールがたんにローカルな消費の 

場としてだけでなく，より広い市場（しじよう）と 

も連接する重層的な場であることを示している。

続いて，筆者は，146名のパサールの常設店店 

主 （一部は従業員も含む）に対しての聴き取り調 

査の成果をもとに，常設店商人たちの社会的属性 

と店舗状況をまとめている。筆者によれば，調査 

地パサールの商店主の特徴は，男性がやや多く，民 

族的出自は一定の多様性をもっていること，多く 

はジャカルタに流入後に地元に居住していること 

などである。また，店舗の特徴としては，食料品 

が中心であり，日常生活で不可欠の商品を供給し 

ていること，食料品を中心に比較的零細な店舗規 

模である一方で，毎日の売り上げが数百万ルピア 

以上に達する業者も複数存在することなどであっ 

た。さらに，筆者は，4 名の商人の事例から，彼 

らの社会的プロフィルの一端を提示している。

最後に，筆者は，管理事務所が把握する各種の 

数値と実態の乖離，パサールの駐車場で商うカキ 

リ マ （露天商）の参入，それを管理するプレマン 

(ちんぴら，やくざ）たちの存在などから，公的に 

管理しえないパサールの姿を描いたうえで，ボス 

ト•スハルト期における「開発」のさらなる暴力の 

痕跡を浮かび上がらせようとしている。とくに， 

スハルト新秩序体制の維持のためにグラスルーツ 

の場で精妙に動員されてきプレマンたちが，今日 

のパサールにおいても，「在地の権力」 を発動す 

る存在であり続けているという筆者の指摘は興味 

深い。

筆者は，近代的なショッピングモールの隆盛で， 

変容が著しいジャカルタにおけるパサールとそこ 

で働く商人たちの今日的な実態を，綿密なフィ一 

ルド調査によって活き活きと描いているが，とり 

わけ，ひとつのパサールを構成するほぼすべての 

商人に対して実施した聴き取りの成果は，資料的 

にもきわめて価値が高いといえる。また，結びで 

紹介されている市場の立て替えに反対する商人た 

ちの組織化の動きは，パサールの変容が空間的な局 

面に限定されないものであることを物語っている。

第 3 章の中川論文は，明治時代以降の東京をお 

もな事例として，近現代日本における「貧困」概 

念の変容を論じている。本章はほかの章とは性格
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が異なり，フィールド調査による成果ではなく， 

関連資料の博捜による分析がなされている。

筆者は，都市下層の概念変化を3 っの時代一 

1880年代から1910年代，1920年代から1960年 

代，1970年代から1980年代以降一に区分して議 

論を進めている。筆者によれば，各時代にみる日 

本の都市下層の概念的特徴とは，順 に 「下層社会」 

「低所得者層」「多元化」であった。

各時代の特徴をみると「下層社会」の時代では， 

貧困層は外部の世界から踏査され，探訪されるき 

わめて異質な存在であった。彼らの存在は，「貧 

民窟」に代表される特定の地区に集住することで 

可視化されてもいた。また，社会関係は，過渡的 

とはいえ濃密な共同性に依存していた。この時代 

においては，彼らの存在は逸脱や社会病理として 

とらえられており，いまだ「貧困」という概念で 

は対象化されていなかった。

しかし「低所得者層」の時代になると，貧困層 

は社会階層の序列に位置づけられ，定型化がはか 

られる。そして，彼ら は 「下層社会」の時代にお 

ける特定地区での集住から分散化し，都市社会の 

内部に組み込まれるものとしてとらえなおされて 

いく。かつての可視化された存在から，不可視化 

された存在へと変わっていったのである。これに 

したがって，社会関係も濃密な共同性が失われて 

いく。そして，部分的な地域性の紐帯を残しつつ 

も，家族を中心とする個別的な生活がみられるよ 

うになる。この時代に入ると，貧困層でも近代的 

な労働規律が受容されるようになり，彼らは経済 

という一般の社会と同質的な尺度で把握されるよ 

うになっていく。

「多元化」の時代にいたると，貧困層の概念上の 

定位はさらに大きく変化する。「低所得者層」の時 

代にも残存していた集住地区はほとんど消滅し， 

彼らの存在は点在化していく。そして，1980年代 

以降の非正規雇用の増大によって，特定の職業階 

層との関係性も希薄化していった。「多元化」の時 

代 で は 「貧困」の視点が，所得や職業野階層以外 

にも社会生活の困難さに向けられるようになる。

なぜなら「低所得者層」では，たんに経済的貧困 

には還元できない，単身の高齢者世帯•障害者世 

帯 •ホームレス•外国人労働者のような，社会生 

活の困難を抱える人びとが顕在化してきたからで 

ある。

筆者は，上述のような3 つの概念のあらましを 

提示したあとで，それぞれの時代における「貧困」 

の内実をさらに詳細に分析し，近現代の日本にお 

け る 「貧困」が社会構築主義的に意味づけられて 

きたことを丹念に論証している。

筆者は，最後に，「貧困」の多元化と近年の激し 

い生活変動との関係性を指摘している。昨今，生 

活格差をめぐる議論が盛んであるが，筆者のこの 

指摘は，激しい生活変動のただなかに生きる私た 

ちすべてが，多元化が進行する「貧困」とまった 

く無関係ではないことを示唆するものである。

第 4 章の青木論文は，経済のグローバル化に 

よって「新しい野宿者」が世界の諸都市にみられ 

るようになった変化を問題関心として基底に置き 

ながら，日本の野宿者の全体像，野宿生活前後の 

職業，野宿者の意味世界を分析している。

筆者によれば，日本の野宿者の基本的属性とは， 

中高年齢の元建設士エの単身男性である。また， 

その数も諸外国と比較するとけっして多くない。 

この基本的属性に代表される日本の野宿者たちは， 

筆者の指摘のように，日本の経済•社会構造によっ 

て生み出されているのである。

次に筆者は，大阪で実施した1999年の調査結 

果から，人びとが野宿者となる過程と，野宿生活 

から脱出できない理由を彼らの職業に焦点をあて 

て分析する。それによると，野宿者になる人びと 

は，同時期の国勢調査との比較からも明らかなよ 

うに，低位な家族背景による低学歴の者が圧倒的 

に多い。このため，彼らの職業の選択肢は，初職， 

最長職，直前職のいずれもきわめて限定的となり， 

加齢にともない必然的に社会的な地位下降という 

過程をたどる構造になっている。

続いて，筆者は野宿者が野宿生活から脱出でき 

ない地位隔離の背景を，やはり職業に焦点をあて

—— 187 (583) ——



て分析している。それによると，多くの野宿者の 

現在職は再生資源回収に代表される最低賃金の雑 

業である。野宿生活の脱出のために転職を希望す 

る者は多いが，転職は容易ではない。とくに，正 

規就労にいたっては，経済的.社会的原因から野 

宿者に適当なものは皆無に近い。転職のための求 

職活動の門戸ははじめから制限されているのであ 

る。それゆえ，野宿者たちは転職を諦め現在職に 

とどまる。現在職にとどまることは，野宿生活の 

続行を意味する。これが筆者の示す野宿者の地位 

隔離の実態である。

最後に，筆者は野宿者たちが置かれている境遇 

の意味世界を考察している。筆者によれば，彼ら 

の野宿生活における意味世界とはけっして一面的 

なものではない。それは「生のひさぎ」と「生のも 

がき」という両義的な世界である。筆者は，野宿 

者 が 「生のもがき」のために駆使する戦略を「街 

頭出し抜き戦略」とよび，これを4 つの様相一仕 

事の要領，食料の調達，住居の確保，暮らしの便 

宜から論じている。これらの様相からみえてくる 

のは，野宿生活の過酷さに由来する戦略の多様性 

である。野宿者の生とは一様ではない。彼らは， 

困難な生活のなかで「ストリート•ワイズ」を創 

出し必死に「生をもがく」。そこには，野宿者たち 

の多様な生のかたちがあるのである。

結びに，筆者は，野宿者たちが社会運動に参加 

しはじめたことを述べ，野宿者のもがきから抵抗 

へと架橋する論理の探求を今後の課題としてあげ 

ている。野宿者たちの実態をさらに可視化させる 

社会運動とそのポリティクスがいかなる結果をも 

たらすのか，筆者の課題へのこころみをしばらく 

注視していきたい。

第 5 章の清水論文は，チアパス高地のインディ 

オ村落に住むインディオの大量の移住によって，サ 

ン•クリストバル市の都市エスニシティに変容が 

もたらされた事例を，インディオ集落であるチヤ 

ムーラ村での長年のフィールド調査の成果から論 

じている。

はじめに，筆者は，チアパス高地におけるイン

ディオ社会が1970年代以降に大きく流動化した 

4 っの要因一人口増加，労働の多様化と階層分化， 

新エリート層の台頭，プロテスタントの拡大と追 

放一について論じている。これらの要因によって， 

周辺のサン•クリストバルにインディオ村落を離 

村した大量のインディオたちが流入することにな 

る。このうち，筆者が最後にあげているプロテス 

タントの拡大と追放では，都市への移住が，経済 

的な問題以外に，社会的•文化的な問題によって 

も誘引されることを示している。

次に，筆者は，インディオたちの急激な流入に 

よって，サン•クリストバルにコロニーの拡大と人 

種構成の変化がもたらされ，かつてのコロニアル- 

フロンティアが崩壊したことをあとづけている。

続いて，筆者は，インディオたちが建設したコ 

ロニーが，サン•クリストバルの都市空間にイン 

ディオ性を形成していく前段階の諸相を論じてい 

る。筆者によれば，インディオたちが建設したコ 

ロニーとは，たんに宗教や言語に収斂しない多元 

的 .流動的な空間であり，異質性を共存させるも 

のであった。

最後に，筆者は，インディオたちが流入後に再 

編してきたアイデンティティ一「都市インディオ 

性」一を基礎として，サン•クリストバルに新た 

なフロンティアが形成された背景を論じている。 

新たな都市フロンティアは，インディオたちの生 

活基盤の確立，組織化による経済フロンティアの 

拡大，政治主体化と政治進出によってささえられ 

てきた。インディオたちのコロニーにおける異質 

性を共存させるエートスや，多元的•流動的空間 

がうみだす共同性は，彼らの急速な経済発展と民 

族的紐帯によって，新たな都市フロンティアを開 

拓していったのである。

サ ン • クリストバルに流入したインディオは， 

1995年には全市の人口のおよそ30 % を占めるに 

いたる。彼らのコロニーは，街中と同じような学 

校や教会が立ち並び，整備された住宅地へと姿を 

大きくかえた。こうして，サン•クリストバルで 

は，197 0年代以降のインディオたちの急激な流
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入から四半世紀の時を経て，大きな変容がもたら 

されたのである。この大きな変容は，同時に，移 

住元のインディオ村落では看取できない都市イン 

ディオたちの新たなエスニシティをうみだした。

筆者は，結びのほうで，都市インディオたちの 

あいだの経済格差と階層分化を指摘している。サ 

ン • クリストバルを大きく変容させ，また，みず 

からもエスニシティを変容させた都市インディオ 

たちが，経済格差と階層分化のなかで，次代には 

いかなる共同性や民族的紐帯を顕現させるのだろ 

うか。たいへん興味をひく点である。

以上，本書では，都市下層の形成と変容という問 

題意識を基層として，さまざまな問題が検討され 

ている。読者は，本書で示されたフィールドワー 

クの成果と資料の博捜による知見を吟味していく 

ことで，一瞥すると独立しているかのように思え 

る各章が，最終的には全体としてひとつの像を結 

び，本書が設定した主題に収斂していくことに気 

づくはずである。とりわけ，第 2 章の内藤論文で 

示された商人たちの組織化，第 4 章の青木論文で

示された野宿者たちの社会運動，第 5 章の清水論 

文で示された都市インディオたちの政治進出は， 

地政的にも文化的にも背景の異なる都市における 

新たな社会運動の展開という共通の論題が設定で 

きよう。

本書で，ひとつ気になったのは，紙幅の問題から 

か，都市社会の変容にきわめて大きな影響を与え 

ているグローバリゼーションが，各章であつかっ 

ているナショナル，または，ローカルな変容とど 

のように連鎖しているのかという点が，具体的に 

言及されていないことである。むろん，だからと 

いって，各章の「分厚い記述」にもとづく多くの知 

見の価値を減じるものではない。グローバリゼー 

ションと，各国の都市におけるナショナルおよび 

ローカルな変容との関係については，筆者たちの 

別論を待ちたい。

小 林 和 夫

(日本大学文理学部非常勤講師）
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